
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんの約５〜10％は、生まれつきの遺伝子変異によって特定のがんを発症しやすくなる「遺伝

性腫瘍（遺伝性のがん）」で、血縁者に受け継がれることがあります。この変異があっても必ずが

んになるわけではありませんが、発症リスクは高くなります。 

横浜市では、ご自身の体質を早く知り、対策をとることでがんに備えられるよう、令和６年度

から遺伝性乳がん卵巣がん症候群（ＨＢＯＣ）と診断されたご家族の遺伝学的検査・遺伝カウン

セリングについて助成をしています。 

遺伝性腫瘍はＨＢＯＣに限らず多岐にわたり、近年はがん治療の経過で遺伝性腫瘍と診断され

る方も増えてきていることなどから、令和８年度から、新たに対象を遺伝性腫瘍全体に拡大しま

す。また、小児がんの約 10％は遺伝が関係しているため、18 歳未満の方も対象とします。 

また、遺伝子の変異が確認された方が、リスクに応じた健康管理として、定期的に検査を受け

ることを習慣づけるため、この検査費用などを支援する全国初の取組を新たに開始します。 

 

 

 

 

※その他助成金の詳細は、別添リーフレットをご参照ください 

令 和 ８ 年 ３ 月 2 7 日 
医療局がん・疾病対策課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 

 ご家族が遺伝性腫瘍と診断 

された方が、ご自身の遺伝情報を調べる場合 

 

 

 

 

 

助成額 

・遺伝学的検査（採血等）： 

支払金額 10 分の 7（上限５万円） 

・遺伝カウンセリング： 

支払金額 10 分の７（上限１万円） 

・申請に必要な文書料（医師作成）： 

支払金額（上限３千円） 
 

対象者 

親・子・きょうだいが遺伝性腫瘍と診断された方

で、がんを発症していない方 

 

遺伝子の変異があると診断 

された方が、定期的な検査などを受ける場合 

 

 

 

 

 

 

助成額 

・がんを発症していない部位に対する定期的な

検査、予防的切除： 

支払金額 10 分の 7（上限５万円） 

・申請に必要な文書料（医師作成）： 

支払金額（上限３千円） 
 

対象者 

遺伝子の変異があると診断された方 

（過去に診断されている方も対象） 

裏面あり 

遺伝カウンセリング  遺伝学的検査   遺伝カウンセリング 

MRI・エコー検査等 

遺伝性のがんへの対策を強化！ 
～２つの助成制度を開始！～ 



 

 
 

遺伝性腫瘍の種類 

遺伝性腫瘍は主なものでも数十種類あります。  

【主な遺伝性腫瘍の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

遺伝性腫瘍の主な特徴 

遺伝性腫瘍は、若くしてがんになったり、異なる臓器や同じ臓器に何度もがんができたり、家系内で

同じ種類のがんを発症している人が多いなどの特徴があります。 

【遺伝性腫瘍の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な検査や予防的切除 

遺伝子の変異があると診断された方は、早期発見・早期治療のため、定期的な検査等を受けることが

重要です。遺伝性腫瘍の種類によって、受ける検査や頻度は様々です。 

【定期的な検査の例】 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

医療局がん・疾病対策課長  三室 直樹  Tel 045-671-2957 

出典：「遺伝性腫瘍ハンドブック」 

※１「遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査（MGPT）の手引き 2025 年版」「遺伝性腫瘍ハンドブック」 

※２ 国立がん研究センターがん情報サービス   

出典：「遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査（MGPT）の手引き 2025 年版」 


